
データ活用による
地域課題解決のポイント

～ 庄原市の事例を元に振り返り ～
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ディスカッションのポイント

01 庄原市の取り組みからの学びとは？

02 データ分析を進めるための勘所は？
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講義パートの振り返り

「地域が抱える障壁の打破」に
向かっていこう

地域の基盤がなくなれば、
生活も事業も成り立たない

「新しい公共」の考え方の下で、
「多様な主体による協働」による地域の維持

を目指す

「オープン」で「フラット」な組織作り
みんなが主体的に取り組んでいく

それができる街が、今後も発展できる

組織作りと「みんなでの障壁の打破」は
一朝一夕にはできない

最終ゴールに向かって行くには
段階を踏みながら進めていく必要がある

急がば回れ

1 2 3

リアルな問題を題材に、
具体的な課題の洗い出しを一緒に進める

信用・信頼関係の醸成・
知識・ファクト・

各々の意見（立場、価値観）等
を共有する「チーム」を育む

まずは「やってみなはれ」精神で

さいたま市内の
ユニバーサルかつ持続可能な移動
（市民、在勤者、来街者）の実

現とそれによる街の発展
を目指す

4 5 6
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☞ 「地域が抱える障壁の打破」に向かっていこう
←→ 地域の基盤がなくなれば、生活も事業も成り立たない。

庄原市の取り組みのポイントと学び
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☞「新しい公共」の考え方の下で、「多様な主体による協働」による地域の維持のためには、
「オープン」で「フラット」な組織を作り、
皆が主体的に（ジブンゴトとして）

取り組んでいく（それができる街が、今後も発展できる）

庄原市の取り組みのポイントと学び

多様な主体による協働
主体

• 地域における住民
• NPO

• 企業等の民間主体
地域経営や地域課題解決の
システム構築に向けた活動環境整備

「新たな公」「新しい公共」

出所：国土交通省 ウェブサイトより
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei/kokudos
eisaku_chisei_tk_000061.html

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei/kokudoseisaku_chisei_tk_000061.html
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☞ 組織作りと「みんなでの障壁の打破」は、一朝一夕にはできない。
最終ゴールに向かって行くには、

段階を踏みながら進めていく必要がある。（急がば回れ）

庄原市の取り組みのポイントと学び

出所：2023-06 第4次産業革命日本センター（C4IRJ）白書「モビリティを梃子とした住民参加型QOL向上」より
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☞ リアルな問題を題材に、具体的な課題の洗い出しを一緒に進める中で、
信用・信頼関係の醸成と、知識、ファクト、

各々の意見（立場、価値観）、などを共有する「チーム」を育む

庄原市の取り組みのポイントと学び

出所：2023-06 第4次産業革命日本センター（C4IRJ）白書「モビリティを梃子とした住民参加型QOL向上」より
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☞ まずは「やってみなはれ」精神で

庄原市の取り組みのポイントと学び

「講義パート」：スライド25より引用
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☞さいたま市内のユニバーサルかつ持続可能な移動
（市民、在勤者、来街者）の実現と、それによる街の発展を目指す

庄原市の取り組みのポイントと学び

出所：図“Discover the future of Mobility“ MaaS Global at Civitas Forum 2016(2016-09-29)他

鉄道、バス、タクシー、オンデマンド、乗合、シェアモビリティ（電動、アシスト、自力）、自家用（自動車、自転車）



01 庄原市の取り組みからの学びとは？

02 データ分析を進めるための勘所は？
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データから見えることのみで
世の中を語らない

入手したデータが世の中の実情を
全てを反映しているわけではない

データの素性を把握する

データ分析結果が必要なのではなく
その分析により

透けて見えてくる
対象の実態が重要
人口だけではわからない

そこでの営みや人々の心の動きを知る

データ分析結果を分析者
が評価できることが重要

分析者の判断により
大胆な切り捨てや仮定による補完等が

必要なケースもある

1 2 3

使えるものは何でも使う
特にツール類

ただし、出所・素性には注意が必要

「データ中心」・「データ駆動」といった観点で
はなく、現場での問題意識・課題意識・直感
を出発点に「それをデータから示す

には何が必要か？」
という観点をもとに

遡っていくアプローチが重要

4 5

「データ分析」で気を付けるポイント
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「データ分析」で気を付けるポイント：個別の分析でわかること
【事例】ある店舗での売上の傾向

店舗の売上データに出発/目的のデータを掛け合わ
せることで、ある時間帯の行動特性が見えてくる

出発エリア

到着エリア

各エリアに
住む方の
購入金額
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「データ分析」で気を付けるポイント：個別の分析でわかること
【事例】ある地点を含む流動

ターミナル駅

3番目の最寄り駅

最寄り駅

2番目の最寄り駅

店舗

• 店舗と最寄り駅との往来は多い

• 最寄り駅を経由した中心部やターミナル駅への
往来が見えてくる
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「データ分析」で気を付けるポイント：個別の分析でわかること
【事例】移動軌跡→立ち寄り地点

出発 立寄り 到着

• 出発してから医療機関に到着するまでに、
いくつかの場所に立ち寄るケースが多い

☞自宅から目的地周辺までと滞留ゾーンでの移動、
それぞれ異なる交通モードをうまく組み合わせられ
ないか？という仮説が見えてくる
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（店舗での売上データより）
• ある店舗では午前中に比較的高額のアルコール類（ワインなど）
の売り上げがある。30代女性にそれらが見られる・・・・

☞ 夜勤明けの方ではないか？

「データ分析」で気を付けるポイント：統合分析でわかること
【事例】ある店舗の地域での行動から透けて見えること： 酒店の例

（人流データより）
• 当該時間帯に、その店舗を通る人流とその立ち寄り地を抽出すると、
近隣の医療機関からの流入が見られた。

• またその後は、近傍の住宅地などに流出していた。
☞ 想像例：もしかすると夜勤明けの医療従事者が購入？

データを掛け合わせてみる

時間軸の特徴を見ながら、さらに他の情報、
例えばイベント開催との関連性を見ることで
見えてくる
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店舗

ターミナル駅

To：主に来店後に立ち寄られる地点
• 住宅街 ●●町○丁目、□丁目
• ○○小学校
• ショッピングモール
• Aスーパーマーケット○○店
• Bスーパーマーケット□□店
• ターミナル駅

From & To：来店前後の両方で立ち寄られている地点
• 2番目の最寄り駅（駅ビル）
• 3番目の最寄り駅
• □□病院

両方
来店前
来店後

From：主に来店前に立ち寄られる地点
• ○○病院
• ○○ショッピングビル
• 最寄り駅

○○病院

□□病院

推定居住地

推定経路 店舗

「データ分析」で気を付けるポイント：統合分析でわかること
【事例】ある店舗の地域での行動から透けて見えること：店舗への来店前後の立ち寄り先

（人流データより）
• 来店前は、「病院」・「ショッピングビル」等で用事を済ま
せていることが見て取れる

• 来店後は「小学校」へ迎えに行く、帰宅前に「スーパー」
へ立ち寄る等の動きが見て取れる

☞ バス停からの距離・位置はどうか？（利用者の期待）
☞ 公共交通機関を利用しても手軽に移動ができるか？
☞ 行動パターンや滞留ゾーンにそれぞれ適切なモードは？
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観光行動論 （ ）Day 07 2023-06-02 18

赤色は人口
の多い箇所

「データ分析」で気を付けるポイント：データでは見えてないコトへの追求、さらなる可能性
【事例】：街での気分の獲得（動画） • 移動先での感情面の様子を研究（顔の表情をカメラで認識）

• 多く集まっている＝にぎやか、だけではなく、時に不快なことも発生
• まちの雰囲気が分かると、移動課題を超えた問題・課題点が見えてくる



【参考資料】

国が掲げる「包括的データ戦略」について
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デジタル庁「包括的データ戦略の推進」

利用可能なデータの流通に向けての最近の話題： 「包括的データ戦略」
現実空間とサイバー空間が高度に融合したシステム（デジタルツイン）により、新たな価値を創出する人間中心の社会をビジョンと設定



21
デジタル庁「包括的データ戦略の推進」より引用

利用可能なデータの流通に向けての最近の話題：オープンデータ、推奨データセット、ベース・レジストリ

☞ 多様なデータ供給にあたっては、データ戦略・ルール整備に加えて利用を促進するためのデータの
「標準」・「品質管理」・「マネジメント」も併せて重要となる
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データ項目定義書一覧 対象（代表例）
1 公共施設一覧 基礎自治体、都道府県、国
2 文化財一覧 基礎自治体、都道府県、国、民間
3 指定緊急避難場所一覧 基礎自治体、都道府県、国
4 地域・年齢別人口 基礎自治体、都道府県、国
5 子育て施設一覧 基礎自治体、都道府県、国、民間
6 オープンデータ一覧 基礎自治体、都道府県、国、民間
7 公衆無線LANアクセスポイント一覧 基礎自治体、都道府県、国、民間
8 AED設置箇所一覧 基礎自治体、民間
9 介護サービス事業所一覧 基礎自治体、都道府県、国
10 医療機関一覧 基礎自治体、都道府県
11 観光施設一覧 基礎自治体、都道府県、国、民間
12 イベント一覧 基礎自治体、都道府県、国、民間
13 公衆トイレ一覧 基礎自治体、都道府県、国、民間
14 消防水利施設一覧 基礎自治体
15 食品等営業許可・届出一覧 基礎自治体、都道府県、民間
16 学校給食献立情報 基礎自治体、都道府県、国、民間
17 小中学校通学区域情報 基礎自治体、民間

自治体標準オープンデータセット（旧・推奨データセット）

☞ オープンデータの公開とその利活用を促進することを目的とした、
政府として公開を推奨するデータとそのデータの作成にあたり準拠すべきルールやフォーマット

デジタル庁「自治体標準オープンデータセット（正式版）」より引用

従来の「推奨データセット」改訂分

データ項目定義書一覧 対象（代表例）
18 ボーリング柱状図等 基礎自治体、都道府県、国、民間
19 都市計画基礎調査情報 基礎自治体
20 調達情報 基礎自治体、都道府県、国
21 標準的なバス情報フォーマット 基礎自治体、民間
22 支援制度（給付金）情報 基礎自治体、都道府県、国、民間

従来の「推奨データセット」改訂分（続き）

データ項目定義書一覧 対象（代表例）
1 防災行政無線設置一覧

オープンデータに取り組み始める地方公共団体

2 教育機関一覧
3 公営駐車場一覧
4 公営駐輪場一覧
5 投票所一覧
6 ゴミの分別方法一覧
7 赤ちゃんの駅
8 ゴミ集積場所一覧
9 観光ポイント

新データセット（データモデル型）
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項目名 区分 説明 形式 記入例
都道府県コード
又は市区町村コード

情報の管理主体である地方公共団体の都道府県コード又は市区町村コードを記載。※記載方法について、
「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角数字） 011002

NO 情報の管理主体である地方公共団体内でデータが一意に決まるよう、NOを設定し記載。※記載方法について、
「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角数字） 0000022200

都道府県名 情報の管理主体である地方公共団体名について、都道府県名を記載。 文字列 北海道
市区町村名 情報の管理主体である地方公共団体名について、市区町村名を記載。都道府県については記載不要。 文字列 札幌市
名称 ◎ 観光施設の通称や建物等の名前を記載。 文字列 ○○博物館
POIコード 観光施設のPOIコードを記載。※記載内容について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列 801
住所 ◎ 観光施設の住所を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列 北海道札幌市厚別区2-○-○
方書 観光施設の住所の方書を記載。 文字列 ○○ビル1階
緯度 ○ 観光施設の緯度を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角文字） 43.064310
経度 ○ 観光施設の経度を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角文字） 141.346814
利用可能曜日 ○ 観光施設が観光できる曜日を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参

照。 文字列 火水木金土日
開始時間 ○ 開始時間を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 時刻（hh:mm） 09:00
終了時間 ○ 終了時間を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 時刻（hh:mm） 18:00
利用可能日時特記
事項

利用可能曜日、開始時間、終了時間についての特記事項・例外（祝日、年末年始の変更点など）等があれ
ば記載。 文字列 火曜日について祝日は利用不可。また、12/31、1/1は終日

利用不可。
料金(基本) ○ 観光施設を観光するために必要な基本料金を日本円で記載。(1円単位) 数値（半角数字） 1500
料金(詳細) ○ 観光施設を観光するために必要な各種料金を日本円で記載。(1円単位) 文字列 大人1名1500円、子供1名500円(18歳以下)、65歳以上

1名1000円
説明 ◎ 観光施設の説明を記載。 文字列 本博物館は、都内有数の絵画を所蔵しており、館内にはカフェ、

レストランを併設しています。
アクセス方法 ○ 観光施設への公共交通や車でのアクセス方法を記載。 文字列 JR○○駅から徒歩〇分
駐車場情報 ○ 観光施設の駐車・駐輪スペースについて記載。 文字列 駐車スペース10台・身障者用駐車場1台

バリアフリー情報 バリアフリー情報を「;」（半角のセミコロン）区切りで記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シート
の【共通ルール】を参照。 文字列 多目的トイレ有り;車椅子貸出有り

連絡先名称 観光施設の管理者の問い合わせ先部署名を記載。 文字列 ○○博物館○○部○○課

連絡先電話番号 観光施設の管理者の連絡先（電話番号）を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共
通ルール】を参照。 文字列（半角文字） (00)0000-0000

連絡先内線番号 観光施設の管理者の連絡先（内線番号）を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共
通ルール】を参照。 文字列（半角数字） 00000

画像 画像の格納先URLを記載。 URI http://www.city.ooo.lg.jp/image/file0101.jpg
画像_ライセンス 画像に対するライセンスについて記載。 文字列 CC BYに準拠。
URL ○ 観光施設のHPのURLを記載。 URI http://www.ooo.lg.jp/abc.html

推奨データセット例： 観光施設一覧（概要版）

都道府県情報

施設名称

位置情報

利用可能時間

料金

アクセス

問い合わせ先

イメージ画像

1

2

3

4

5

6

7

8

http://www.ooo.lg.jp/abc.html
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項目名 区分 説明 形式 記入例
都道府県コード
又は市区町村コード

情報の管理主体である地方公共団体の都道府県コード又は市区町村コードを記載。※記載方法について、
「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角数字） 011002

NO 情報の管理主体である地方公共団体内でデータが一意に決まるよう、NOを設定し記載。※記載方法について、
「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角数字） 0000022200

都道府県名 情報の管理主体である地方公共団体名について、都道府県名を記載。 文字列 北海道
市区町村名 情報の管理主体である地方公共団体名について、市区町村名を記載。都道府県については記載不要。 文字列 札幌市
名称 ◎ 観光施設の通称や建物等の名前を記載。 文字列 ○○博物館
名称_カナ ◎ 観光施設の通称や建物等の名前をカナで記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通

ルール】を参照。 文字列（全角カナ） ○○ハクブツカン
名称_英語 観光施設の通称や建物等の名前を英語で記載。 文字列（半角英数字） ○○Museum
POIコード 観光施設のPOIコードを記載。※記載内容について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列 801

住所 ◎ 観光施設の住所を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列 北海道札幌市厚別区2-○-○
方書 観光施設の住所の方書を記載。 文字列 ○○ビル1階
緯度 ○ 観光施設の緯度を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角文字） 43.064310

経度 ○ 観光施設の経度を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 文字列（半角文字） 141.346814

利用可能曜日 ○ 観光施設が観光できる曜日を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参
照。 文字列 火水木金土日

開始時間 ○ 開始時間を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 時刻（hh:mm） 09:00

終了時間 ○ 終了時間を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルール】を参照。 時刻（hh:mm） 18:00
利用可能日時特記
事項

利用可能曜日、開始時間、終了時間についての特記事項・例外（祝日、年末年始の変更点など）等があれ
ば記載。 文字列 火曜日について祝日は利用不可。また、12/31、

1/1は終日利用不可。
料金(基本) ○ 観光施設を観光するために必要な基本料金を日本円で記載。(1円単位) 数値（半角数字） 1500
料金(詳細) ○ 観光施設を観光するために必要な各種料金を日本円で記載。(1円単位) 文字列 大人1名1500円、子供1名500円(18歳以下)、

65歳以上1名1000円

説明 ◎ 観光施設の説明を記載。 文字列 本博物館は、都内有数の絵画を所蔵しており、
館内にはカフェ、レストランを併設しています。

説明_英語 観光施設の説明を英語で記載。 文字列（半角英数字）
The museum possess one of the most 
famous paintings in Tokyo and café and 
restaurant are located in its annex.

推奨データセット例： 観光施設一覧（詳細版）1/2



25

項目名 区分 説明 形式 記入例
アクセス方法 ○ 観光施設への公共交通や車でのアクセス方法を記載。 文字列 JR○○駅から徒歩〇分
駐車場情報 ○ 観光施設の駐車・駐輪スペースについて記載。 文字列 駐車スペース10台・身障者用駐車場1台
バリアフリー情報 バリアフリー情報を「;」（半角のセミコロン）区切りで記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シート

の【共通ルール】を参照。 文字列 多目的トイレ有り;車椅子貸出有り
連絡先名称 観光施設の管理者の問い合わせ先部署名を記載。 文字列 ○○博物館○○部○○課
連絡先電話番号 観光施設の管理者の連絡先（電話番号）を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共

通ルール】を参照。 文字列（半角文字） (00)0000-0000

連絡先内線番号 観光施設の管理者の連絡先（内線番号）を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共
通ルール】を参照。 文字列（半角数字） 00000

画像 画像の格納先URLを記載。 URI http://www.city.ooo.lg.jp/image/file01
01.jpg

画像_ライセンス 画像に対するライセンスについて記載。 文字列 CC BYに準拠。
URL ○ 観光施設のHPのURLを記載。 URI http://www.ooo.lg.jp/abc.html
備考 特記事項等あれば記載。 文字列

推奨データセット例： 観光施設一覧（詳細版）2/2
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データ項目（アドレス・ベース・レジストリ 住居表示-住居マスターデータ）
項目
No. 項目名 区分 説明 形式 記入例

1全国地方公共団体コード ◎ 町字の上位階層の行政区域となる市区町村を一意に識別するためのコード。総務省「全国地方公共団体コード」に従って6桁のコー
ドを収録。当該住居が属する市区町村のコードを収録。 文字列（半角数字）[6桁] 131016

2町字ID ◎ 町字を一意に識別するためのコード（4桁-大字・町、3桁-丁目・小字）。丁目・小字の親階層となる町・大字の4桁は同一の町・
大字には同じ数値とする。当該住居が属する町字のIDを収録。 文字列（半角数字）[7桁] 0002002

3街区ID ◎ 街区符号を一意に識別するためのコード（3桁）。 当該住居が属する街区のIDを収録。 文字列（半角数字）[3桁] 001

4住居ID ◎ 住居番号を一意に識別するためのコード（3桁）。 （注1） 文字列（半角数字）[3桁] 006

5住居2ID 住居番号が団地・中高層建物の特例、または枝番の設定により2つの番号を組み合わせて構成される場合の後の番号（各戸の番
号等）に対するコード。整備しない場合は収録不要。 （注2） 文字列（半角数字）[5桁]

6市区町村名 ◎ 市町村の名称（東京都23区の場合は特別区名を収録）。JIS X 0402に従って収録。 文字列 千代田区
7政令市区名 ○ 政令指定都市の行政区の名称（行政区がある場合は必須）。JIS X 0402に従って収録。 文字列

8大字・町名 ○ 大字・町の名称（丁目名を除いた部分）。または、道路方式の住居表示における道路名。大字がない場合は空欄とする。自治体
が保有する資料に基づき収録。 文字列 霞が関

9丁目名 ○ 町名に数字＋丁目（丁）を含む場合の丁目（丁）の部分の名称。「丁目（丁）」を含む文字列を収録。自治体が保有する資
料に基づき収録。 文字列 二丁目

10小字名 ○ 小字の名称（または通称を収録する場合の通称名）。自治体が保有する資料に基づき収録。 文字列

11街区符号 ○ 街区符号の表示用。街区方式の住居表示の場合は必須。数字は半角で収録する。※例外的に数字以外を含む場合がある。 文字列 1

12住居番号 ◎ 住居表示（表示用）。数字は半角で収録する。 文字列 6

13住居番号2 住居番号が団地・中高層建物の特例、または枝番の設定により2つの番号を組み合わせて構成される場合の後の番号（各戸の番
号等）。整備しない場合は収録不要。 文字列

14住居表示フラグ ◎
当該大字町丁目の全部または一部において住居表示を実施しているか否かを示す。なお、同一大字町丁目に住居表示実施区域
と未実施区域が併存する場合には、同一町字IDに対し実施と未実施の2レコードを収録する。（1:住居表示実施 0:住居表示未
実施） （注3）

整数 1

15住居表示方式コード ○ 住居表示の方式を示す。（1:街区方式 2:道路方式 0:住居表示でない） （注4） 整数 0

16大字・町_外字フラグ ○ 名称に外字が含まれるか否かを判別するフラグ。外字が含まれない場合は「0」が入る。外字が含まれる場合はその文字位置を外字
コードが入る。（通常の文字を「*」で表記し文字間を「_」で繋ぐ。） 文字列 0

17小字_外字フラグ ○ 名称に外字が含まれるか否かを判別するフラグ。外字が含まれない場合は「0」が入る。外字が含まれる場合はその文字位置を外字
コードが入る。（通常の文字を「*」で表記し文字間を「_」で繋ぐ。） 文字列 0

18状態フラグ ○ 自治体の確認状態を判別するフラグ。（0:自治体確認待ち 1:地方自治法の町若しくは字に該当 2:地方自治法の町若しくは字
に非該当 3:不明） 文字列 1

推奨データセット例：アドレス・ベース・レジストリ
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